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ヒトに対する有害影響（1－1）  

◆腎臓への影響   

①食品からの長期低濃度による経口曝露  

腎臓で近位尿細管機能障害  

→ 近位尿細管で低分子量蛋白質など  

の再吸収が阻害   

②イタイイタイ病   

t重度な近位尿細管機能障害   

・骨軟化症   

（要因：妊娠、授乳、老化、栄養不足等）  
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ヒトに対する有害影響（2）  

◆高血圧や心血管系への影響  

明確な結果を示す研究報告がほとんどない  

◆内分泌及び生殖器への影響  

ヒトを対象とした疫学データでは否定的  

◆神経系への影響  

脳実質内へ取り込まれないため、標的器官と  

みなされていない  

ヒトに対する有害影響（3）  

◆発がん  

（D国際がん研究機関の評価  

「ヒトに発がん性を示す十分な証拠がある」に分類   

根拠：職業（吸入）曝露による肺がんリスクが高い  

②カドミウム汚染地域住民を対卑とした疫学調査   

ヒトの経口曝露による発がん性の証拠は報告   
されていない  
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耐容摂取量の決め方   

◆動物を用いた安全性評価から   

・ヒトにおけるデータを優先  

◎ヒトの疫学調査から   

①理論モデル等からの摂取量推定  

、   り計upb   

・第16回JECFA（1972年）  

②食品中カドミウム濃度×食品摂取量からの   
総力ドミウム摂取量推定  

・Nogawab  

・Horiguchiら  
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